
令和 5(2023)年度 美山中学校 学校経営の全体構想【ＨＰ用】 

 

 

＜コンセプト＞生徒が自分を振り返りながら自分の成長を自覚し，自分と他者の幸せのために，自分で自分を生かす方法

を身につけることでこそ，学校教育目標が達成される。‘OECD Learning Compass2030’が示す「生徒エージェンシー」の

基盤となる力として，現在を含む将来にわたり，VUCA の時代をしなやかに生き抜く力(レジリエンス)が必要となる。直面す

る課題を解決したり困難を乗り越えたりしていくための，孤独に耐えうる力や他者と協働して課題や困難に挑む意志と力を

育むためには，改訂版生徒指導提要が示す「発達支持的生徒指導」が重要であり，まさに本校教育目標の具現化となる。 

願う生徒の姿 教師が行う教育活動の場面 教職員による具体的な指導・支援・研鑽 

Ⅰ 

自分の能力

を伸ばし，多

面的な能力

を身につけ

る生徒 

⑴基本的学習内容を確実に定

着させる授業 

 

・生徒の学習到達度と学習メタ認知の状況を把握する 

・授業で生徒に知識技能を何度かアウトプットさせる 

・少人数指導を生かし個に応じた指導を工夫する 

⑵効果的かつ効率的な学習指

導の工夫と教材の提示 

 

 

・授業で協同学習の効果的な設定を積極的に行う 

・分散学習を取り入れ，科学的見地に立った指導をする 

・内発的動機付けに努め生徒の自己(調整)学習力を育む 

・生徒の ICT 活用能力向上のための実践的指導をする 

⑶生徒の成長過程を合理的な

視点で捉えた指導と評価 

・個々の学習理解度を適時的確に把握し評価する 

・生徒の自己調整学習力を育て，高める 

・生徒の成長を教師の指導の検証材料とし研鑽する 

Ⅱ 

自分と仲間

の生命・身

体・心を大切

にする生徒 

⑴生徒の命を守り，生徒の人

間関係調整力を育てる教育 

・自殺予防,いじめ防止,情報モラルを全職員で指導する 

・生徒が自分の体を気遣い生活を改善できる力を養う 

・生徒のコミュニケーション能力やソーシャルスキルを培う 

・協調性と自己主張力の両方を大切にした指導をする 

⑵いじめ・不登校・問題行動

等に対応するチームや組織 

・全教職員がフェーズフリーで危機管理に臨み指導する 

・生徒指導上の報告や連絡を組織的に確実に行う 

・教職員間ネットワークの機能を定期的に確認する 

⑶生徒・教職員の人権意識の

高揚 

・生徒に自分の心や行動を深く見つめる機会を与える 

・生徒が健全な自己イメージをもつように支援する 

・違いを受け容れ，対立を乗り越えられる力を指導する 

Ⅲ 

自分と自分

の周囲の環

境や関係を

改善できる

生徒 

⑴生徒の自治力を高める指導 ・生徒に自分達の生活環境を改善できる権利と方法を教える 

・ピア・サポートの理念を教え，実践的場面でスキルを培う 

・形式的でなく継続可能で実効性のある生徒会活動を促す 

⑵個人と帰属集団(学級・学

年・学校・家庭・地域)との関

わりを教える教育 

・生徒に帰属集団から与えられているものを知らせる 

・生徒が帰属集団にできることを考え、実行させる 

・生徒に地域の自然・文化・歴史・未来を教える 

⑶家庭・地域への積極的情報

発信と連携強化 

・生徒に自分自身と帰属集団の良さに気付かせる 

・地域社会の人々から学ぶ教育活動を多く取り入れる 

・生徒が学校や地域の良さを発信できる力を育てる 

【R５年度の重点課題】  ※市の「ＯＮＥ山県構想」 「美山中校区小中一貫校」に向け、他校と連携し，９年間で子どもたちを育てる 

①個の能力に応じた指導の推進→協同学習とスマイルネクスト活用の実践により，自己(調整)学習力を育てる 

②授業改善→個々の内発的動機付けを誘発し，分散学習と協同学習の効果的活用法の開発継続 

③発達支持的生徒指導の実践→SEL，協同学習，ピア・サポート，PBIS，サークルタイム，ASSESSの継続実施 

④いじめ予防(未然防止)の取組継続→いじめの構造や対応を学ぶ授業，全校集会，ピア・リーダー会支援 

⑤キャリア教育，ふるさと学習の充実→ふるさと美山のよさを知り、地域で生きる先輩から生き方を学ぶ講座 

学校の教育目標  「自立をめざす生徒」 ～自分を生かし 社会に貢献できる人間に～ 


